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平成 23 年 5 月 6 日 
 各  位 

会 社 名  株式会社リーガルコーポレーション  
代表者名   代表取締役社長  岩 崎 幸次郎   

（JASDAQ  ・ コード 7 9 3 8 ） 
問合せ先  常務取締役管理本部長 亀田元之   

(TEL  047－304－7084)  
 

特別損失の計上に関するお知らせ 
 

平成 23 年 3 月期（平成 22 年 4 月１日～平成 23 年 3 月 31 日）において、下記のとおり特別損失

を計上いたしますのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．特別損失の計上について 
【連結】 
（1）減損損失 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、収益性の低下が見込まれる一部の固定資産（店舗

設備）について減損損失として 126 百万円計上いたします。 
（2）災害による損失 
  平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災の影響による、当社グループが保有する建物・設備

等の損失額および復旧費用、棚卸資産の損失額、被災地および得意先への復興支援費用等として、

現時点での損失見込額 109 百万円を災害による損失として計上いたします。 
  (内訳) 
   建物・設備等の損失額および復旧費用  38 百万円 
   棚卸資産の損失額           27 百万円 
   被災地および得意先への復興支援費用  31 百万円   
   その他                11 百万円 
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（3）投資有価証券評価損 
  当社が保有する投資有価証券のうち、時価が著しく下落したものについて減損処理を行い、投資

有価証券評価損 155 百万円を計上いたします。   

 単体 連結 

(Ａ)平成 23 年 3 月期第 4 四半期会計期間（平成 23 年 1 月 1 日から平

成 23 年 3 月 31 日まで）の投資有価証券評価損の総額（＝イ－ロ） 
  16 百万円 16 百万円

 
(イ)平成 23 年 3 月期（平成 22 年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31

日まで）の投資有価証券評価損の総額 
155 百万円 155 百万円

 

(ロ)直前四半期（平成 23 年 3 月期第 3 四半期）累計期間（平成

22 年 4 月 1 日から平成 22 年 12 月 31 日まで）の投資有価

証券評価損の総額 

139 百万円 139 百万円

※四半期における投資有価証券の評価方法は、[洗替え方式]を採用しております。 

※当社の決算期末は、3 月 31 日です。 
 
【個別】 
（1）減損損失 
  連結と同様の理由により、減損損失として 56 百万円計上いたします。 
（2）災害による損失 
  連結と同様の理由により、現時点での見積額 104百万円を災害による損失として計上いたします。 
（3）投資有価証券評価損 

連結と同様の理由により、投資有価証券評価損として 155 百万円計上いたします。上記【連結】 
の(3)をご参照ください。 

（4）貸倒引当金繰入額 
  上記の理由による損失の発生等を勘案し、関係会社に対する債権の回収可能性を検討した結果、

関係会社に対して貸倒引当金繰入額として 212 百万円計上いたします。 
 
２．業績に与える影響について 
  平成 23 年 3 月期の連結および個別業績予想に与える影響につきましては、本日（平成 23 年 5 月

6 日）別途開示いたします「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 
以上 


